
氏名 永井　一彰

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

① 『山家集抄』
の入木

単

① 「一九と『膝栗
毛』展」目録

単 奈良大学博物館平成19年6月
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の別

１　平成18年度に続き19年度も奈良大学研究助成を受けて、17年度に奈良大学図書館特別収
書予算で購入した京都竹苞書楼の板木約2500枚の整理・調査を継続して実施した。また、立命
館大学アートリサーチセンターと共同研究として「奈良大学蔵板木のデータベース化」を開始
し、奈良大学蔵の板木約4000枚・10万コマの撮影を完了した。
２　奈良大学博物館開館記念として「一九と『膝栗毛』展」（6月4日～8月5日）の企画・立
案・目録作成・展示を行なった。
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現在の専門分野

全学人事委員会委員長　文学部広報アドバイザー（学部長指名）　総合研究所運営委員（文学
部選出）
国文学科主任　狂言研究会顧問

　板木・版本をベースとする近世京都の出版機構の研究

西行の家集『山家集』の注釈書と
して知られる『山家集抄』の版本
と現存板木を手掛かりに、出版の
経緯・板木の伝来経路、および入
木の状況について考察した。

一九の新出書簡を中心に、その代
表作である『膝栗毛』ほか関連版
本、および影響作・模倣作など展
示品について解説。

出版実習を始め担当の講義では、学生に板木・版本・浮世絵・一枚刷りなど生の資料を触らせ
るよう心がけ、また自ら企画・立案した奈良大学博物館開館記念「一九と『膝栗毛』展」では
会場の博物館展示室で担当科目の受講生に展示資料を見せて解説するなど、学生の知的好奇心
の向上に努めた。

【学会活動】
俳文学会常任委員（学会選出、2006度から継続）

【研究成果の社会的還元】
柿衞文庫春季特別展「花ひらくなにわの俳諧」関連講座で講演（2007年5月12日）
中之島図書館特別展「俳諧一枚摺」関連講座で講演（2007年7月7日）
西部市民カレッジ奈良大学公開講座で講演（2007年9月21日）
草津宿街道交流館秋季テーマ展「弥次喜多道中さらに西へ」関連講座で講演（2008年2月16
日）

（その他）

（学術論文）

2008年3月

　近世の俳諧、近世の出版

取得学位 　文学修士

所属学会 （学会）　日本近世文学会、俳文学会
（研究会）京都俳文学研究会、大阪俳文学研究会、東海近世文学研究会


